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図5:時間差検出回路｡右に行くに従って時間が経
過する｡上端と下端から入力され､右側に出力される｡
(a)は入力同士が上方で､(b)は入力同士が中央で､(C)
は入力同士が下方で､丁度それぞれの出力先の付近で衝
突した場合､それぞれの出力先に伝播することを示して
いる｡なお､それ以外のところで衝突した場合はそこで
興奮波は消滅する｡
この嘉子では山力先を3つ設置してあるが､論
理積素子と同じメカニズムで検出したい時間差を
持った入力のみを簡単に検出できることがわかる｡
これは､例えば生物は聴覚の神経に入ってきた音
の時間差などの情報から音源方向を定位するが､
その定位のメカニズムの解明に対して､モデル研
究の立場から何らかの知見を与えられるのではな
いかと考えられる｡
4 考察及び今後の課題
本論文に書いた時点では反応拡散場の形状の非
対称性のみを変化させることによって､ダイオー
ドや諭鮎 市井素子を作製することができたO さら
に論理積素子などは同時に入力の同期をとる回路
としても働 くことがわかった｡現時点ではまだノ
イマン型を越えるという地点までは到達していな
いが､少なくとも形状を変えるのみで演算の種類
を変えられる､ということと､参照クロックなしで
演算できる可能性がある､ということは従来まで
の研究にはない視点であり､興味深い点だと言え
る｡今回は演算素子のみの報告であるが､反応拡
散場を用いれば時系列のデータを空間ループ上で
進行するパルス列の形で保存することにより､短
期メモリを作ることも可能であることを指摘 して
おきたい｡
現在の神経研究の流れの一つとして､人力が同
期をとるかどうかで決まってくる【5]､という説が
最近有力視されてきており､本研究と関連するも
のとして注目される｡
また､同じ形状の素子であっても活性度を調節
したり(数式上は､ヌルクラインの安定点である
交点をずらすことに対応する)､拡散係数を大きく
したりすることによって､信号の伝播状況が異な
るのは興奮場 (反応拡散場)という性質からは明
らかであるが､このような性質は生物における各
種伝達物質(メッセンジャーやホルモン等)の役割
と対応させることができる｡より生物らしい情報
処理のメカニズム構築を目指す上で､今回提唱し
た興宿場を用いた演算は従来のニューラルネット
ワークモデルや半導体などとは異なり､動的な時
間特性を積極的に利用していることを強調してお
きたい｡
今後は､さらに時間演算のアイデアを発展させ
ること､個々の素子をつなげて､高度な情報処理
を行なう回路を設計すること､そして興奮場を固
体表面上に作製し､演算回路を現実空間で組立て
ることを目標としている｡
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